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取扱説明書 


このたびは本機をお買いホ故いただをましてまことにありがとラございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用して 
<ださい。 

この r 取扱説明書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてください。 

•同捆の「アフターサービス證録カード」は必ずご投函ください。 
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五安全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、本機をを全に正しく使用ずるために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここにおした表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を;欠の表おで区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重橋を負5危険、また 
は义がの危険が莲し迫って生じることが想定される内宮を示していまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重儒を負う可能性、ま 
たは义がの可能性が想定される内容をおしています。 

A 注意に AUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生が想定されるの客を示していまず。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0®®®® 

この絵表おは、「禁止」されている内容です。 


この絵表示は、 r ま意」していただ<内容でず。 

〇を猜 

この絵表而ま、必ずしていただく「指示」巧容です。 

♦説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されていまず。 

A 危険の ANGER) 

1 ★ガソ U ン使用禁止 1 

巧に使用しな L 巧くださ tA V^y 

巧。 も ® ガ識止 

ガソリンなど揮発性の高い ミ 由は、絶5 
かおの混入でを、火災の原因になりミ 

L ■ 


A 警告 (WARNING) 


★スプレー宙厳禁 


スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や温風のあたる巧に放置しないでくだ 
さい。 

熱で吿の圧力び上び0、爆凳し、危険です。 



0 


禁 J 


女換気必要 I 

•換気せずに使巧しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不壳全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあり 
ます。また、乳幼巧や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

♦使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してくだごい。 

♦換気する時は、換気扇を使用した0 (換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと充分な換気び 
できない場合びあります。 ）2 力巧しソ上の（風の出入りのある）開口部を設けると効率よく換気できます。 

窓び凍結していたり、地下室などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでください。 



© 
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★温風肪:出 □ (ルーバー）をふさびない 


ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、衣類、紙などで温 
風吹出口（ルーバー）や燃焼空気取 
入口（給気フィルター）や温風空気 
取入□をふさびないでください。 
巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や火災や故障の原因になります。 


:、さびない ^ 

煩 S) 


★寝るとを消义 


寝るとをや外出するときは、 
必ず义び消えていることを確 
認して < ださい。 

予想しない事おび発生するお 
それびあ D ます。 



★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

な類び乾燥すると、ストーブの 
熱気でゆれて落下して火びつ 
さ、火災の原因にな D ます。 


D 


0 

禁止 


★可燃性ガス使用厳禁 


ス I ''ーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するを 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナ ー） や、スプレーを 使用 
しないでくだごい。火が や 故 
障の原因になります。 



0 

使用禁止 




















田安全のために必ずお守りください 


A ミ主意 （ CAUTION ) 


★ 力ーテン、寝具など 、 可燃物近接禁止 I 

♦力ーテン、布団、毛布などや燃えやすいもののそばでは使用しないでくだごい。 

乂災の原因になります。 k 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着乂して、火災のおそれびあります。 _ 

♦可燃物との離隔距離については、下記 I ★可燃物休壁、を巧、ふずまなど）との巧おをおず 

の記載内容を参照してください。 _ 


女可燃物（木壁、合板、ふず ま など）との距 離を離す J ※ イラストは 「 LC-SL 3 巨 B 

♦ス I -ーブから可燃物との距離は、ち図の指を ■ L ソ上の距離を保つよラにし \ [4~ Tr ^ 

てください。 \ s 

参ストーブ上方や前ちの可燃物などとの醒離はおず1 miiLb 離してくださ '—— ご 

ぃ。 

•上方の棚などか5の落下物びないよラにして <ださい。 J 

参力ーテンなどび風でゆ5いでをストーブに成れないよラにしてください。^ 

参家具などからは充分な狙離を離してくだごい。 一-- 

_熱で変あや変色、_自然発火することびありまず。____ バ^^ 

女給油時消乂 I 愛 

給油は必ず消义していることを確認して、ストーブの温度び巧分下がってか5、他に火の気 f ■厂 
のない巧でおこなってください。 m 

义災のおそれびあ0ます。 Lt 


★ 油漏れ 確認 

♦給油ロロ金は確実に締めてください。給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてくだ 
さし、。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、火災のおそれびあります。 
参油タンクから油び漏れる状態では絶巧に使用しないでください。 

火災のおそれびあります。 


★ す 廣灯油使 巧禁止 I 

変質灯油、不純灯油（巧ミ由政外のミ由■水-ご办び混入した灯油など）は使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因にな D ます。 
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SL 43 目」です。 


ft 



〇 



★ほこりの除去 I 



燃焼空気取入□(給気フィルター）や温風空気取入□は、週1回む上必ず掃 
除してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気巧入□(給気フィルター）や溫風空気取入口び ^ ^~~I 

つまると、異常燃焼のおそれびあります。 お g を剥化□(を気フィル: 

I 全異常.故障時使用琴よ」 

油漏れやにおい、すずの発を、炎の巧態など異常や故障と思われるときは、使用しないで \ 
ください。 (( 

事故の原因にな D ます。 f.i 

緊急の場合でをあわてずに消火器で消火して<ださい。 ^ 



お陋気お入□(錦フィルタ-)温風を気取入口 



「★温風に直接あた目ない 



温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。 

低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 声ス 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびありまず。___ 

★ 移動-運搬ずる ときのま意 

•ストーブを移動するときは、必ず消火し、ストーブの温度び巧分下びってからミ由タンクを取0出し、 

傾けないよラに静かに移動してください。 

油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 

参修理-引越しなどでストーブを運搬されるとをは、油タンク、油受けざらの巧油を必ず抜いてください。 

運搬の途中にな油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 

参移動するとさは引重ず!5ないでください。 

_床面、畳、カーペットに傷を付けた D 、 本体底面の塗装びはびれて簡の原因になるおそれびありまず。_ 

女高温部接触禁止 ] rp^ 

‘臟焼中やミ肖乂直機は、高温部、温風吹出口（ルーバ ー) に手などふれないでください。 l^^Tl 

やけどのおそれびあります。 



§ 

音 
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使用禁止 

を 


f 

接触禁止 







A 注意 （ CAUTION ) 


★指や異物を入れない I 

温風吹出 □ (ルーバー）や燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入□やストーブ_, 
内部に指や可燃物.針金などの異物を入れないでください。 

けびや乂災のおそれびあります。 1 1 -^ 

T 分解修理-改造の禁止 

故障、破損した5、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使巧しないでください。 

不完をな修理や改造は危険です。_ _ 

★保管時 にしていただくこと 

長期間使用しないとさ、またはな管するときは、必ずな油を撤いて、輩源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 
傾けたり、横倒しの状態ではイ呆管しないでください。 

火がのおそれびあります。_ 

女電源コードを橋 めない ] 

蜜源コードに無理な力を加无た0、偏付けた0まねたり、物をのせた D 加工しないで<ださし、。 

ぎた、電源プラグを抜くとさは、コードを持って引きおかないでください。 

單源コードび破損し、义がや感單の原因になりまず。_ 

I ★長 期間使用しないとさは 電 源プラグを抜 く] 

長期間使巧しないとをは醒源プラグをコンセントから抜いて<ださい。 

义災や予想しない事故の原因となります。 


|>電源プラグは確実に差し込む 


里源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください。 

(また、傷んだ猩源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 

乂がの原因になります。 

滿れた手でのおを善しはしないでください。感電の原因になります。_ 

★電源 プラグのお手 入 れをず る 

とさどをは理源プラグを抜を、ほこ0 (及び金属物）を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良にな 0) 火災の原因になります。 


を 

(S) 

分解禁止 

¥ 

を 

C 

里源プラグ 
を巧く _ 

〇 



0お子様やお年寄りのご使用にま意 


お子様やお年寄り、体のご不自由なかたびお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接船にぶるやけど、低湿やけどや目な水症状などについて周囲の人び充分にミ主意してください。 


「本腰をかけたり物をのせない] 


ストーブの上にのったり、醒をかけた0しないでください。ストーブの故障や、やけどのおそれびあります。 
ストーブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。 

水びかかると漏電やな障のおそれびあ0ます。 


[> 廃棄ずるとを I 


ストーブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざら内の巧油を抜き取ってください。 
(「を]点検.手入れ」の r 油タンク、ミ由受けざ S の捕原] 参照） 

な油び入ったまま廃棄ずると I 」サイクルの隙、予想しない事故び発生ずるおそれびありまず。 

女次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故や故障の原因になります。 

( 水平でな い場兩、不を定な榻所つ _ 

•傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないでく ( 風のあ たる場巧、剖 

消火装置び誤作動することびあります。 

■しっひりしたじようぶな場所で細してください。 mMmmzhhmL 

•毛足の長いじゆラたんの上では使用しないでくたさい。 •部屋の出入口な戶、の遇 

参移動車両の中や、不を定な台上で使用しないでくださ 人びぶっかったりっま! 


I 

0 

禁止 

0 


転落したり、火災になるおそれびあります。 


使用禁止 

( 風のあたる場所、部屋の出入口、塵外 j 

♦風のあたる場所や匡がでは使用しないでください。 
炎び出て危険です。 

掃除機の排気にをを意してください 。 m 

•部屋の出入口など人の通る場所、 

人びぶつかつたりつまずく場所 
で使用すると、鼠倒して事なや 
火災び起きるおそれがありまず。 



田ま全のために必ずお守りください 


A ミ主意に AUTION ) 


★次の場所では使巧しない 


火災や予想しない事故や故障の原因になります。 


( 暖炉などストーブが囲われる場所 ） 

♦暖がや押入れに入れての使巧など、特殊な使いかたを 
しないでください。 

乂災の原因にな D ます。 


ほこりや湿気の多い場所) 


♦粉類や繊維を取扱ラ場所や溫室 • 養鶏場など塵やほこ 
りのをい場所では使用しないで < ださい。 

燃焼空気取入口（給気フィルター）や湿風空気取入口 
び目づまりが態にな0、異常燃焼や異萬過熱を起こす 
おそれびあ D ます。 

r 可燃性ガスの発生 ずる場所、またはたまる蠕所 j 

•爆発や乂がの原因になりまず。 

C 理•美離、クリ— ニ ング店などスプレ-が蜡 i 品を使う場巧 ） 

♦巧■美容院、><1ッキ、壁装工場、壁子部品組立工場、 
繊維関係工場などでは使用しないで<ださい。 
ストーブの故障や、腐食性ガスの発生によご金属- 
鏡-ガラスなどを傷める原因となります。 

参石油ファンヒーターで暖房する部屋ではシリコーンを 
配合した枝ち用コート液やヘアート I 」ートメント（枝 
ま用）は点乂 S スや、途中ミ肖义など故障の原因にな0 
ますので使用しないでくださし、。 



使用禁止 


溫室-飼育室など人のいない場所 


参使用環境の変化で、予想しない事故が発生するおそれ 
びあります。 

定な物をのはた棚などの下 j 

♦落下物により乂がび起さるおそれびありまず。 

C 直射曰光のあたる場所、温度の高い場所つ 

♦勇萬燃焼を起こすおそれびあります。 

♦油タンクの灯油びあ所れ出て火がのおそれびありまず。 

(、 高地 （1300 mL ツ上の場 所 ） j 

•酸素濃度び薄いので異常燃焼 
を起こすおそれびあります。 / [\/\ 

参燃焼にぶ、要な酸素渡度び薄く 
なる高地 (800-1 300 m ) fOtra * 

では高地調整びお要ですので H 302 sB ^= 

お買いホめの続店までむ帛 

し、合わせください。 ^ W 


450 ^ 


お願い （ NOTICE ) 


女シリコーン配 哲製品を使用し なぃ I 

•石油フアンヒーターの故障の原因になることびま嵐表おされているヘアケア商品等は、シ I 」コーンび配合されています。 
石油フアンヒーターと同時に使用しないで<ださい。 

♦上記のを意表示びなくてちシ U コーンび配合されている商品（化粧品類、巧類の防水剤 ■ 柔軟剤等、家具等のつや出し 
剤-イ呆護剤等）を同時使用は控えてくださし、。 

♦やむなくご使用になる際は石油フアンヒーターの運転を一時的に停止し、使巧をは換気を充分におこなってシ U コーン 
_等の成分を屋外に排出してから運転を再開してください。___ 

★な油 の廃葉 

好油の鹿棄姐分は、丹油をお買いまめになった販売店にご相談ください。 


图使用する場所 


★効果的に使用ずるために 


，-- 




•温風の循環を巧げるをのびない場所に設置してください。 


※イラストは 「 LC - SL 36 B • SL 43 B 」 です。 

参外気に接する窓の下や壁側に設置すると効果的です。 


>熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 
熱に強い マッ トなどを敷いてください。 
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國各部のなまえ 

操作部•表示部のなまえと使いかた、「点巧」 • r 点滅」の意味 


チャイルド□ックボタン溫度/時刻含わせボタン 


チャイルド□ックの設定•解 
除をおこないます 。_ 

「同 使いかた」 の ず ヤイル 
ド□ックのレか岛 参照 


エコ ボタン 

エコ運転の設定•解除を 
おこないます。 _ 

「旧 使いかた I の 「エコ 
運賠のしかた」 参照 


室温の設定、時刻の設定をお 
こないます。_ 

「再!使用前の準備」の壓星 
碍剔を設定のしかた！ 

「圆 使いかた」 の 居温媽1 
節 のしかたしみイマー運聞 
のしむ勺 日参照 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 

「同使いかた」の I 点次のしかたし 
I タイマー運短の！^かた1」消乂 
のしかた!参照 




運転ランプ 

ホ^緑^ホ"-緑^ • • •予熱中、消乂動作中です。 

ホ点巧… カウントダウン中（給油、消し忘れ消火 
装置、タイマー運転、省エネセンサー） 
です。 

緑点な…エコ 運乾中です。 


ル部屋ボタン^ 

ノ」''部屋運転の設定•解 
除 をおこないます。 

「同使いかた」 の 座謡 
屋運輯のしが活 参照 


タイマーポタン 


消臭点乂-時間延長-給油延長ポタン 


タイマー運転の設定を 
おこをいます。_ 

「1 司使いかた」 の [タイ 
7—達転のしかた I 参照 


タイマーランプ 

点な- ••タイマー運転待機中かタイ 
マー運転中わ、タイマー運転 
終了時です。 

点滅- •タイマー時刻を中です。 


臟中口甲したときわち、 
再度約3時間の燃焼継 
続が可能になりまず。 

「同使いかた」 の 1消し忘れ消火 
装置の巧いかた 1参照 

タイマー運転か5、通 
常運乾に切り替えると 
さに押しまず。 

「固使いかた 1の i タイマー運転 
のしかた 1参照 

給油延長運転をすると 
さに巧します。 

「闻使用前の準備」 の! 給ミ由の目 
巧 • 給油延長連胚のしかた 1参照 

消臭点乂の設定•解除 
をおこないます。 

r 间使いかた 1の 1点义のしかた 1 

参照 

ノ 






















0 (输 由)表示 

'就了... 

油タンクの灯油びなくなつて 
消火する]日分前。「ピー」音 
び鳴り、残り燃焼時間（分） 
を表巧します。 

点滅（運お中）… 

給油延長ボタンを押し、給油 
延長運乾中を表示します。 

点滅（運転停止）… 

灯油がなくなり自動消火しま 
した。 

油タンクの給油時消火装置び 
作動しました。デジタル表示部 
び「一 一一一 」表术となります。 

一向 使用前 雨偏」の 臟 配)目を 
給油延 長 運臨の!;巧た! 参照 


t 表示 

点口… 設定温度が設定 
されています。 
点滅… 設定温度を設定 
中です。 


JI 養表示 

点な… 消臭点火が設定 
されています。 
点滅… 消臭機能が作動 
_中です。_ 

r [已1使い かた」の庶夕 

のしかた I 参照 



設定温度自巧温度 




等!^ (換気）表示 


点滅(運転停止)… 

室内の空気び、酸素不 

足状態です。 

♦窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点巧(運転中)… 

♦運転して約]時間経過 
するたびに「ピー」音が 
鳴って r 若!^」表示げ 
約1分間点灯します。 

♦換気表示にたよらず] 
時間に]〜2回必ず換 
気してください。 

ノ 


小 部屋表示 

点巧’’’ ル部屋運転が設定され 
ています。^_ 

"7 同使いかた I の I か部屋運載 
巧しか巧参照 


ミみ（ X コ)表示 

卢巧... 

ェコ運転が旨^:^されてぃます。 


因3 (チャイルド□ック)表示 

卢口... 

チヤイルド□ックが設定され 
ています。 


■エコ運転表示_ 

エコ運転中を表术します。 

巧巧巧巧ま巧涅巧 

い 〔01 

し ?5s a* J 

■クリーニング燃焼表示 

ク U —ニング燃焼の残り時間 
を轰のします。 


なまる度里巧お度 


デジタル表示部 

I 消奧点火び解赚されている場合は、 
In 至表示は消巧しています 。_1 

■温度表/ J 、 

設定温度 • • ‘6む〜28でまで設定 
温度獨尺できまず。 
室内温度…ぴ C 〜32でまで表示 
します。 

没を$巧亞巧沿 S 

〔の C ! 日 。 C J 

■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


巧を巧 ) S S 巧涅 S 



■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 
※タイマー運転終了時は 
「 I' み-」を表示します。 


巧在巧 S S 巧巧な 


一がィマづ 


■ S : 日日] 

^ J 


■給油に関する残り燃焼時間表示 

残り燃焼時間を表示します。 
※灯油切れ時は「- -- -」 
表示となります。 


化巧を度亞巧な)！ 




:〇弓 

な 


■消し忘れ消火装置による自動 
消义表示 

「3化-」を表示します。 

巧巧巧度 S 巧を巧 

r 化 ] 

■故障.異常により自動消乂し 
たときのエラー表示 

自己診断機能により、故障時 
には f -, ご〜 f - g を表示します。 

巧ち SS ち巧涅5 

£-5 

■不完全燃焼通知機能により自 
動消火したときのエラー表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回 
雙により「卜が W り〜「;-がが」を表 

/] \ 0 巧を巧なち巧巧 S 

[HH H I I 

i 再点火防止機能により自動消 
乂したとをの エフー 表71^ 

「挑が-/」を表示します。 

巧ち涅度ま巧る度 

[HHHM 1 


7 













圍各部のなまえ 

苗エネセンサー•表示部のなまえと使いかた、「点'な」•「点滅」の意味 




省エネランプ 1 


爸エネセンサー運輯時 

プチセキュ U ティー機能時 

点 1 打 

省エネセンサー運乾が設定されてい 
ます。 

—— 

点滅 

省エネセンサー運乾中で人の気配を 

プチセキュリティー機能作動中に人の気配を感じ 

感じています。 

ているか、警告動作中です。 

消灯 

—— 

プチセキュ U ティー■機能作動中で人の気配を感じ 
ていません。 ^ 


デジタル表示部 1 

■仙* _ _ ■巧 T 7 セ、，计一 運転 fpf の巧 

B 在沮* S 別* ■づずわ卡 1 M 干/—機肖 f ? 

弓卜！曰 り燃焼時間表示 

1 が[し'] 作動中の表示 

rs /- 幻… 消乂日分前 

「5 巧が」… 省てネセンヴー 
運転で、人の気配 
を感知しなくて、 

] 時間経過し、消 
火しました。 

ノ 


8 




















♦変質灯油、不純灯油（灯油 ■ L 处外の油■水•ごみ 
が憑入した灯油など）は、絶対に使用しないで 
<ださい。異常燃焼や故障の原因になりまず。 

♦市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで 
ください。異常燃焼を起こすおそれがあります。 


I な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます。 
(火の気のない所でおこなつてください。） 

〇灯油 「 X ガソリン 


® な油の保管のしかた〇 ^ P み义 

•口油は必ず火気、雨水、麗辞参驾止 娠 V 

C 、 が、问ミ曲〇よび居接^ CH れ卜丰ちです 

日光を避けた場所に保 r I '而む 厂なまこす D 

管してください。 I — * ^ II_ L f 白 I 、旧 品 

. ,，^ パ 良い保菅 

♦灯油容器は専用のきれいな容器を使用してく — 

ださい。また、口油容器は必ず色付をの灯油直射曰光、雨水か当 
専用容器を使用してください。 にらず、乂双のない 

♦灯油容器内の灯油がかないと温度変化によ〜日旨呆胃 D 
0結露して水がたまることがあります。 

♦ドラム宙などで、長期間大量に保管しないでください。 

♦お子様の手のとどかない所に保置してください 。I _ is . __ 

厂 変質な油とは ） 

♦ちい灯油。年政上持ち越した灯油） 

♦曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した灯油。 

♦容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器で保管した阿油は変質しやすい。 
•変質のひどいわのは黄色味をおびたり、すつぱいにおいがします。 


良い保管 


た5ず、火気のない 
冷暗巧へ保管。 


娘 


濡れたままです。 ずぐ乾いてしまいます。 


悪い保管 


直射日光、雨水げ当直射日光、雨水の当 


たるべランダなど、 
室外の保管。 



ご 


古い巧油は 
使わないで 


0 



0 

使用禁止 


4 J 使用前の準備__ 

ス I — ブを取り出す _ 

包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになつです。 

たうえで、包装箱か5包装材などを取り除き、製品を 
傷付けないよラに取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとさに必要で 
す。取扱説明書-保証書ち忘れずに保管して<ださい。 



(» 燃料は巧油 （ J に1号な油）を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 



〇 

絶の。 

、量す 
はかま 
I | _油。り 
祉いいな 
驚高さに 
Ip のだ因 
朝性く原 
発での 
シ損しみ 
J どな乂 
M なし、 
ソン用も 
ガリ使で 
トソに入 
® ガ巧混 









囲使用前の準備 


C 不純灯油とは 

•灯油が外の油（ガソリン、シンナー、天ぷ b 油、機械油、 
重油など）がほんのかしでを混入した灯油。 

•水やごみが混入した灯油。 


/な油む外の\ 
ミ由、水、ごみを 
\入れないで/ 



0 


使用禁止 


変質灯油-不純!口油の見分けかた号^321【ここ款入れ 


水と同じ無色透明なら正かしでわ色げついていた5 
當。 使用しない。 _ 




0 


使用禁止 


変質灯油の見分けかたはた 
いへん難しいので、 メーカ 
一のはっさりしない灯油は 
使用しないでください。 


変質な油や不純な油を使用 
ずると 

♦変質好油や不純灯油を使用しますと、 
バーナーに 多量の タールげ たまり、点 
火しなくなったり、燃焼が悪くなった 
り、激しいにおいがしたりしまず。 

•水の湿入した灯油を使用します 
と、炎がルさくなり火が消えてし 
まいます。また、油タンクに灯油 
が残っているのに、「0」を表 
示することがあります。 

♦ガソ U ン、シンナーなど揮発性の高い油 
を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質な油や不純な油を 
使ったときの処置のしかた 

1 油タンク、油受け、油受けざ5内 
の変質打油やす純な油を抜さ取 
り、良質の灯油で内部を2〜3回 
洗ってか日ご使用ください。 

(「团点検-手入れ」の 
I 油受けの掃願 、 

I 油タンク、油受けざち巧掃願 
参照） 

2 変質灯油や不純巧油をおさ取って 
を効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油が原因で アフターサービスを 依頼されたと さは、 保証期間中 
でを有料修理となります。 


給油のしかた 


心 


給油は必ず消火していることを確認して、ストーブの温 
A 度び充分下がってか5他に火の気のない巧でおこなって 
公 A /±思 くださし、。 

乂災のおそれがあります。 


1油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油ロロ金を、左「〇」 
に回して開けてください。 

•給油ロロ金を取りはずす前に、先端の弁部を押 
すと、給油□口金が取りはずしやすくなります。 


※イラストは 「 LC - SL 36 B ’ SL 43 日」です。 











満里の位置 


こぼれま栓 



油量計を見ながら給油ずる。 g / 

•市販の給油ポンプの先端をジャバラ / 

の手前まで差し込んで、油量計を見給油位づ7^ 

ながら給油してください。（ホースが ^ 1 «- り—吗 

抜けなぃよ5にま意しなが6給油し @1! ◎ IMT ^ク 

•灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の \ [^J V /人 

給油位置 ♦) まで給油してください。 ^^1 CZ ^1 

入れ過ぎますと、あふれ出ることが ' ^ \\み -^ 

ありますので充分を意してください。 

. -お願い- 二 -^ 

•油タンクの中にある 「こぼれま检」 の弁が、給油口の近くまで上がって 
いるときは、弁を下へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある 「こぼれま格」 は、給油口□金がはずれたとさに、油 
漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないで<ださい。 \\お口// 


オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場ち 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、 「こぼれま栓」 と干渉して、 
次のような不具合状態になり、正しく給油できないものがあります。 

〔不具合〕]スイッチを入れると、すぐに停止してしまう。 

(処置）♦油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（ち向）を変える。 
•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消韩していれば交換する。 

2自動停止しない。灯油があふれてしまラ。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給油できない榻合は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油してください。 

、 _ ソ 


給油□□金を r カチッ」と音がずるまで、ち ro 」 へ回して、しっかり締める。 

•カチカチと何度を音がしても大丈夫です。正しく締まると油タンクのホ色の線が見 
えな< な0ます。 

•給油□口金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

/ -お願い- --- \ 給油□□金 弁部 

給油□口金を斜めに締め 赤色 0 撒^^^ I n 

請 Si 知胃?!^識^ 

の原因になりまず。 しまつてし、 る しまコてし、なし 、 In 


給油□□金 


赤色の線 


■Pm 


〔本機用の給油□□金〕 


•油タンクか5灯油が漏れる状態で 
使用しないで < ださい。 

火災のおそれがあ0ます。 

•同時に多数の油タン 
クに給油する場合 ^^^^於 

油□口金があります iiiii ^ 
ので、間違えないよ 
ラにしてください。 

口油が出なくなった詞^^ 
0^障の原卸こな 

•灯油容器の讯たを、 

てください。 


こぼれた巧油はよくふき取る。 

•こぼれた好油は必 
ずきれいにみき取 
つてください。危 
険ですし、燃焼中 1} 

に臭気が発生する I ® 

原因にをなります。 

油タンクをセットする。 

•油タンクを、本体 \ ^ 

に正しく、ゆつく — \ 

りとセットして< 

ださい。 1^19^ 






m 使用前の準備 


給油の目安 • 給油延長運転のしかた 

r 

A ま意 

一 

撤由はおず消乂していることを確認して、ストーブの溫度が 
巧分下がってか 5 他に乂の気のない所でおこなってください。 mm 
火災のおそれがちります。 

ストーブを移動するときは、必ず消火し、ストーブの温度び 
巧分下がってか 5 油タンクを取り出し、傾けないように静か mm 
に移動にください。 ス y 

打油が漏れたり、乂災になるおそれびあります。 * 旨を 


油タンクの灯油が空になってを、油受けざ5内に残っている灯油を燃焼させるこ 
とで、燃焼を延長（給油延長運転）させることがでさます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最ルの燃焼をします。 



1油タンクの巧油がなくなると、「 0 」表示が点灯し、「ピー」音が鳴ります。 

デジタル表示部に残り燃焼時間（分） r 化/」を表示しまず。 

•「運転スイッチ」を押して消乂してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに「ピー」音が鳴りまず。約1日分後に、「0」表示が点滅 
し、デジタル表示部の残0燃焼時間表示が「-」表示とな0自動消火します。 

2給油延長運転をずるとき 

•油タンクの灯油がなくな〇「 g 」表示が点灯したときに、 「給油延長ボタン」 を押 
すと、「 Q 」表示が点滅に変わ 0 、 給油延長運転をして r 表 1」の間、燃焼継続をし 
ます。デジタ J レ表示部の残り燃焼時間表お(分）が変わります。 

給油延長運転中は「0」表示が点滅します。残0燃焼時間が1日分政下になると2分 
ごとに「ピー」音が鳴ります。 

•自動消火する前に、 r 運転スイッチ」を押して消火してか5給油してくださし、 
•給油しませんと、「0」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が 

「-」表示になると自動消火します。 

表 i fLC-SL3 日巨- LC-SL43 目 一 T 最天約目日分間 1— LC-SL 已3目 1— 最大約白〇分間- 

r 給油延長ボタン」を巧すと、時間延長(燃焼）ち同時にセットされます。 1 

(「固 使いかた」の I 消し忘れ消火装置の使いかた I 参照） 












点义前の準備と確認 


水平の確認をずる D 

•ス I -ーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、巧震自動消乂装置が誤作動することがあり 
ます。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 

電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100V )に確実 1 GDV 

に差し込む。 

• 「ピー」音げします。 

•デジタル表示部に「 






表 7 J \ か点灯します。 



お願い 


•電源プラグを、絕巧に、2日日 V のコンセントに差し込まないでください。感 
電•火災‘故障の原因にな0まず。 

•コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグが過熱し、 
熱変おすることがあります。このよラなとさは、必ずお買い求めの販売店に修 
理を依頼してください。 

お部屋のコンセントも必ず修理してください。 

•電源コードに傷を付けたり、まねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工し 
ないでください。感電や火災の原因になりまず。 


•他の電気器具と同時に使用するときは、ご家 
庭の安全器（ブレーカー）の容量をこえないよ 
ラにしてください。 


►電源プラグを抜くときは、電源コードを引つ 
張って抜かないでください。断線、発熱、発 
火の原因になりまず。 



夕 i 履配榻 



►熱に弱いじゅうたんや床の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 
そり返ることがありますので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 


0 


禁止 


0 


禁止 


〇 

指示 


ぶ 





互使用前の準備 

r 現在時刻の設定のしかた I (運転停止中にしかできません) 



fH 現在時刻が午後7時10分の場合 

0ス 7" またはぶ y のボタンを一度巧ず。 

「ピー」音げして「-」表示が点滅します。 

@デジタル表示を見なび5'^。のボタンを巧して「巧」に含わせる。 

デジタル表示を見なび5ぶ y のボタンを巧して「ぶ」に合わせる。 

♦ W • のボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間にスス • 
のどち5かのボタンを押してください。 

時刻合わせがでをなかった場合は、もラー度ススまたはぶ y のボタンを巧し 
_てやり直してください。 

成 「巧」 r , で」が、点滅か5点なに変わり、設定が完了しまず。 


-お願い- 

•ストーブの時刻表示がズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、もう一度差し 
込み直して、時刻を設定し直してください。それでも直日ないときはお買いホ 
めの販売店までお問い含わせ<ださい。 

•ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プ __ 

ラグを抜いて再通電した場合、デジタル表おはち図の 一 — i 

ように「-- こ--」 表示が点灯しますので、現在の時刻 一-ご一- 

を設定してください。 し_„ こ,.こ:'—… .生— J 


★省電力機能 

デジタル表示部の時計表示は、約已分間経過しまずと、省電力機能がはた5いて、デジ 
タル表示部が消なして、電力の消費を抑えます。 

時刻を確認したい場含は、操作部の r 運転スイッチ」外のどれかのボタンを押すと表示し 
ます。 r 運転スイッチ」を押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運転待機中にこ 
の機能ははた5さません。） 









固使いかた 



運転スイッチ 
消臭点义ボタン 
時間延長ボタン 

消臭表お 
運鼠ランプ③ 

購入後初めてお使いになると去や、電源プラグを抜いた状態から再度お使いになるとをに 
は、消臭点火に設定してありますので、最初から「聖 星」 表示が点灯します。 

消臭点火は、点火までの時間を長くして （r 表 2」参照)、予熱を充分におこない、点火時の 
においをかな<する点火方まです。 

( T ) 「運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

• 「ピー」音がして「運転ランプ」が点灯します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。_ 

油タンクに灯油があるのに 「 0 」 表示げ点灯、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 

(「团点検.手入れ」の 邸量 1 すの掃願 参照） 

'v - --- - 

@ —定時間経過後 （ r 表2」参照）に自動的に点火し、「運睹ランプ」の色が変わります。 



〇 r 運輯スイッチ」 が T 切」 のときに r 消臭点乂ボタン」 を押すと、 「総」 表示が消打して消 

臭点火げ解除され、点火までの時間げ短かくなります。（「表3」参照） 

室内溫度が日でを下まわる場合は、点火までの時間が長いままです。（「表2」参照） 

表2 
表 3 

^-お願い- 

•初めて運転するとをや、ストーブを移動させたり、激しい振動が加えられた後に 
運転するとを、白煙（灯油の蒸気）や臭気げ出ることがありまず。これは、移動、 
振動によりバーナー(燃焼部）内に落ちた余分な灯油が蒸発することによるをの 
で、一度点火し、余分な灯油がなくなれば白煙や臭気はなくなりまず。このよう 
な場合は白煙、臭気がなくなるまでは（窓を開けるなど）換気をおこなつてくだ 
さい。 

•点火時にバーナー(燃焼部）内で、「ボッ」といラ音や「ゴーゴ ー 」といラ音が 
します。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点火時にはかしにおいがあります。 

•燃焼中「チッチッチッ」というよラな音む';することがありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジュッジュッ」、「シャンシャン」などの音む';する 
場合がありますげ、これは灯油が蒸発ずる音です。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火しまず。 
燃焼を継続する場合は、消乂する前に「時間延長ボタン」を巧してください。 
(「固使いかた」の I 消し忘れ消义装置の巧いかを 1 参照） 






固使いかた 


炎の状態 


ストーブを使用ずるとをは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎のげ態を必ず確認 
して < ださい。 


LC - SL 36 B 

LC - SL 43 B 

燃焼確認窓 


LC - SL 53 B 



燃焼確認窓 





状 

•青炎燃焼で炎の先端に多 

炎が黄色く燃焼音が大さ 

' ♦炎び高く伸び、炎全体が 

か黄がが入る。 

い。 

黄色。 

態 

•炎の伸びや、燃焼音がル 


♦「ポー」といラよラな異常 

さい。 


音びする。 

処 

>置 


♦燃焼空気取入口（給気フィルター）を掃除する。 
•お買い求めの販売店にご相談ください。 j 


室温の調節のし かた 

I t 表示 


(運乾中にしかできません) 


a 3巧巧し 

厂妈ィ y レ;、 

、ロック J 


いタイマ -J 


巧を巧巧を内泣巧 

液 1 臟 

歷 



( 小部屋') 


デジタル表示部 


購入後、初めてお使いになる場合は、「ぶ？」にび C ) が設定 
温度となります。 


設定溫度ま巧温度 

r^^w] 


16 














0 スタ s またはぶ V ボタンを 1 度巧ず。 

「ピー」音がして「 t 」表示が、点滅します。 

( D 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながらぶ^。のボタンを押す。 

(3) 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なが5 夕苗 のボタンを押す。 


•温度設定をする場合は r t 」表示が点滅している間にた/。- 必 ボタンのどちら 
かを押してください。設定できなかった場合はもラー度押して、やり直してくだ 

さい。 _ 

•設定温度は日む〜28で、室温表示はび C 〜32でまで表示します。 

•設定温度にコント□-ルするために自動的に火力を調節しまず。 

•-度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、消 
_ 乂後再運転する場合、同一設定温度になります。_ _ 

广 -お願し、- ' 

•室温げ約] 8でのとをは「微弱」または 「S 二」 燃焼しないことびあります。 

•温度調節は温風空気取入口近くの温度を感知しておこないまずので、ストーブ 
の位置や部屋の大きさなどで、必ずしち、デジタル表示部の室の温度表示と、 
室温とは一致しません 2, 

ル部屋運転のしかた I (運転 中にしかできません) 

_ -- — _ —. 一■..■一一. . - —• • .... — — 、— I 

♦ル部屋運転はお部屋の広さに合わせて使用してください。 

•ル部屋運転中には「強」慮大）運転には切り替わりません。 


※ル部屋運転時の目安 



LC - S し3巨 B 

LC - SL 43 B 

LC - SL 已3巨 

通常運転ル部屋運転モ-ド 

通常離極運転トド 

通南離雛!転トド 

木造 

約1日畳一約8畳 

約11畳一約8畳 

約14畳一約]日置 

コンク U —卜 

約13畳一約1日畳 

約1己畳-•■約1日畳 

約1日畳—*■約14置 



ぶ 



















固使いかた 


設定のしかた 

0「小部屋ボタン」を巧ず。 

「ピー」音がして「小部屋」表示が、点阿し設定されまず。 


I 解除のしかた 

(D r 小部屋ボタン」を巧す。 

「ピー」音がして「小 部屋」 表示が、消打し解除されます。 


•ル部屋運転は一度設定すれば、もう一度 r ル部屋ボタン」を押して解除ずるか、 
電源プラグを抜かない限り解除されません。 

♦ル部屋運転が設定されている場合、運転スイッチを押して運転をおこなラたび 
に r 小部屋」 表示が点灯しまず。 


エコ運転のしかた （運乾中にしかできませ M 


エコ運乾とは… 

•灯油の消費を抑えることにより、 C 日2排出量を抑えた環境にやさしいエコロジー 
機負 b ご d 

•エコ運転中はデジタル表示部に 「f [ G 」 表示をし、設定湿度と室内温度は表示 
しませんが、灯油を節約するために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度げ26で私上の場合は、2己むに切り替わります。 

③設定温度よ0室温が約3で上昇しますと、自動的に消火します。自動消火し 
た後でわ、運乾ランプは点灯したままになります。 

③室温が設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

® 室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を rc 下げ、これを設定温 
度む'を日でになるまで繰り返します。 

•エコ 運転中に\夕またはぶ y ボタンを巧すと、設定-室内温度表示に切り替 
わり、温度設定をすることができまず。 



設定のしかた 
( T ) 「エコボタン」を巧す。 

• r ピー」音がして rf [ G 」 表示に切り替わり、「勤」表示が、点灯し設定されます。 
•エコ 運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、設定が記憶されていてを消火 
時には表示されません。 


I 解除のしかた 

@「エコボタン」を巧ず。 

♦「ピー」音がして設定.室内温度表示に切り替わり、 「 i ^」 表示が、消灯し解除さ 
れます。 

•電源プラグを抜いたり、停電があった場をは、自動的に解除されます。 

•解除後はエコ運転設定前の設定温度にちどりません。再度、温度設定をして < ださい。 








タイマー運輕のしかた （タィマーを使用して暖房を始めたいとき } 

タイマー運転をする場をは、「囲使用前の準備 I の I 現在時刻の設定のしかた I に従って、 
時刻をわせをしてか5でないとタイマー運範できません。 


タイマーランプ 



通常、タイマー運転設定時刻の0分か62己分前に運転を開始します。 

このス I ブのタイマー運転は、フアジーコント□—ルで、お部屋の大きさと室 
温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしておをま 
す。 


設定のしかた 


gii 午前6時30分に設定したいとき 
「タイマーボタン」を巧ず。 

「ピー」音がしてデジタル表示部が r J 表示に変わり、 

「タイマーランプ」が点滅します。 

( 2 ) デジタル表示を見なが5ススのボタンを巧して「5」に台ねせる。 

(3) デジタル表示を見なが6ぶ^9のボタンを巧して「ぶ」に含ねせる。 

>入.ぶ y のボタンは、一度押すごとに1時間または已分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みまず。 

•時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」が点滅している間にた / K • 
/¥ V の尸ちらかのボタンを巧して < ださい。 

•設定できなかった場合は、をう一度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
—ださぃ。 _ 

r タイマーランスび点 ミ 威している間に、「運乾スイッチ」を巧して「入」にする。 

♦かし待つと、「タイマーランプ」が点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示し 
てセットが完了します。 

♦タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に「ら- or 」 が表示されま 
す。 


巧を巧巧ま巧泣度 



巧 a 


ぶ 










司使いかた 


•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「タイ 
マーボタン」を押して「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を巧し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定が完了しまず。（停電や電源プラグを抜い 
た後でをタイマー時刻を記憶しています。） 

• r 運転スイッチ」が、「入」になっているときに、「タイマーボタン」を巧すと、 
タイマーランプが点滅し、設定された時刻が表示され、少し待つと「タイマー 
ランプ」が点打しタイマー運転が設定されます。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなつてください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した後に、タイマー運鼠の解除あるいは通當運転をおこないたい場 

厶 
口 0 

0「運転スイッチ」を押して「切」にする。^ [タイマー運転の解除] 

(2) 「運転スイッチ」を再度押して「入」にする。-^ [通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


•タイマー運転をした場合、点火後約1時間後に自動的に消火し、「タイマーラン 
プ」が点灯した状態で、デジタル表示部の「か/,-」表示が点灯します。連続運 
転するとさは、タイマー運転の点火後1特間!;(内に「時間延長ボタン」を押し 
て<ださい。これは閉曲切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不 
足で危険となるためで、手を成れない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、]0分になるとデジタル表示部に数きでぶ./と表示し、 
2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

♦通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機 
状態になり、タイマー運転時刻に自動的に点火します。 

(ただし現在時刻を設定してか6でないと、「タイマー運転」の待機状態になり 
ません。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押すと、約10砂間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電げあったとき、ストープを揺5して対震自動消乂装 
置が作動したとさは点火しません。 









省エネセンサ " Hi 起のしかた 


• 「省エネセンサー」が人の気配を感知しなくなってか5約1日〜30分間経過する 
と、自動的に、燃焼状態が r ミニ」（最小）燃焼にな0ます。この状態で「省エネ 
センサー」が人の気配を感知ずると、設定温度に合わせて運転が切り替わります。 


巧定温度空内温度 


QSR FE 


•「省エネセンサー」が人の気配を感知しな < なってから、 

約]時間経過すると、自動的に消火して、デジタル表示部 
に「5巧」の表示が点なします。 

この状態で「省エネセンサー」が人の気配を感知してを、 

再点火運転することはありません。 

再点火するときは、「運転スイッチ」を押し直してください。 

•運転中 r 省エネセンサー」が人の気配を感知しな<なったが態で、残0の燃焼時 
間が]日分になると、デジタル表示部に1でくと表示し、2分ごとに「ピ 
—」音でお知らせします。 


省エネセンサー 


省エネボタン 
省エネランプ 


設定の しかた I 

( T ) 「運乾スイッチ」が r 入」になっているときに r 省エネボタン」を巧ず。 

• 「ピー」音がして「省エネランプ」が点灯し、省エネセンサー運転がはじまります。 
•省エネセンサー運転をした場合、「省エネセンサー」が人の気配を感知しているとさ 
は、「省エネランプ」が点滅し、人の気配を感知していないときは、「省エネランプ」 



び点なします。 


解除のしかた 

「省エネボタン」を押す。 

「ピー」音がして「省エネランプ」が消灯し、省エネセンサー運転が解除されます。 


•省エネセンサー運転の設定•解除は運転中にしかできません。また、いったん 
省エネセンサー運転を設定すればなの運転でを省エネセンサー運転をおこない 
ます。 

♦タイマー運転待機中、省エネランプが点灯点滅しますが、タイマー点火後の省 
エネたンサー運転を示すものです。タイマー運転待機中は、省エネセンサー運 
転、プチセキュ U ティー機能はいずれを動作致しません。 










司使いかた 


消乂のしかた 



( T ) 「運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

•「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「掌皇」表示が点滅して、 
消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しばらくはストープ内部を冷やすために対流用ファンは回転し続けます。 

(この間、 r 運転ランプ」は点灯、「掌至」表示は点滅しています。） 

•巧流用ファンが停止ずると「運転ランプ」が消灯します。 

( -消乂時の注意-^ 

♦消火後、対流用ファンが止まるまで、電源プラグをコンセントか6抜かないで 
ください。音が出たり、炎び出た0、ずずが発生して再点火後に安全装置が作 
動してエラーで停止することがありまず。 （ r 图故障•異常の見分けかたと処置 
ち法」の I 異 常のお知 S せ（デジタル表巧 の 見かた） I 参照） 

♦緊急のとをを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源プ 
ラグを抜いて消火させないでください。 _ J 

/-お願い- N 

♦消火操作をしたとさはバーナー（燃焼部）巧の火び'消えることを確認してください。 
♦消火時にはバーナー（燃焼部）巧で「ボッ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音が 
します。これは消火を確実にずるためで異常ではありません。 

♦消火直後、温風空気取入口は高温になることがありまず。 

•点火してすぐに消火操作をしたとを、さつい臭気が発生ずることがあ0ます。 

点乂後約20分間はでさるだけ消火しないでください。 

•長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてくだごい。 


消火後再点义ずるとをの注意 


•消乂後すぐに再点乂ずると、異常音が出ることびありますので、しば5く待つ 
てか5再点义してください。 

•ストーブが暖かいラちに再点火操作をしたとさの予熱時間は、短か<なりまず。 
( r 表 4」参照） 


表 4[]_ C - SL 36 目- LC - SL 43 巨 約40砂 f LC - SL 己3巨1_ 約已〇砂 


消し忘れ消乂装置 の使いかた I (運転を延長したいとき) 

♦消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点火し 
てか5約3時間燃焼が継続すると、デジタル表示部に 
r 恥 J を表示して、自動のに消火します。 

♦残りの燃焼時間げ、]日分になるとデジタル表示部に数字 
で 思3’ • ？ と表示します。 

•この間、2分ごとに「ピー」音でお知らせしまず。 

〇消乂する前に「時間延長ボタン」を押す。 

•その時点か5再度約3時間の燃焼継続が可能になります。 

•自動消乂した場合は、「運乾スイッチ」を押し直してください。 


ミさ定温度室内通度 



設定窟巧室の涵度 













♦ク u —ニング燃焼はノ（ーナー(燃焼部）内のミちれを除去する 
ための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間 iU 上の連続運転をしますと、デジタル表 
示部に 「 rL : 口5」を表示して自動的に弱燃焼によるクリー 
ニング燃焼をおこないます。（約己分間カウントダウンし 
ます）その撥自動的にちとの燃焼状態にちどります。 



♦閉め切った部屋などで長時間運転すると不完全燃焼防止装 
置が作動して「导臣^^」表示が点滅し「ピー」音が己秒間鳴 

って運転を停止し、デジタル表示部に「-」表示が 

点滅します。 

•連続して不完全燃焼防止装置が作動した場合は不完全燃焼通 
知機能が作動します。 （ r 固安全装置」参照） 

•運転して1時間経過するたびに「ピー」音が鳴って「*-臣^」 
表示が約1分間点灯します。 

「若食」表示にたよらず、 ] 時間に1〜2回り〜2分程啟 
は必ず部屋の換気をしてください。 




( j ) 運転中や運輯停止中に「チャイルド□ックボタン」を 3 秒 LU 上長巧しすると「[3」 
が点むし、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は r 運転スイッチ」で消火のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操作 
はでさません。 

•運転停止中はずべての操作ができません。 

•チャイルド□ックが設定されているときに、「運転スイッチ」を押して「入」にする 
と ITr or 」 が表示され点乂できません。 

解除のしかた 

( D チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を 3 秒拟上 
長押しすると「23」び消灯し、チャイルド□ックが解除されまず。 


巧を温旧室巧通な 



i 曼定温度室内温ち 

r ri -nc I 

しし - UJ 

t 站 j 












司使いかた 


プチセキュリティー機旨 g 


プチセキュリティー機能は、停止中に r 省エネセンサー」が人の気配を感知すると、 
r ピー」音を鳴らし、全表示ランプ類が点滅し約3日砂間警告動作する機能です。 


省エネボタン 
省エネランプ 


設定のしか た 

①「運転スイッチ」が「切」になっているときに r 省エネボタン」を押す。 

「ピー」音がして、デジタル表示部に「5,5ご。」が表示され、「省エネセンサー」が人の 
気配を感知しな<なって（「省エネランプ」が消灯）から約3日秒間経過すると「省エネ 
センサー」が自動的に監視を始曲ます。 


♦運転中及びタイマー待機中はプチセキュ U ティー機能は使用できません。 

•プチセキュリティー機能作動中は r 運転スイッチ」を押しても rf 广 or 」が表示 
され運乾でさません。「運転スイッチ」を押しをどして機能を解除してから運転 
してください。 

•一度の警告動作終了後、「省エネセンサー」が人の気配を感知しな<なつて約30 
砂間経過すると、自動的に監視を再開します。 


警告動作履歴の見かた 


プチセキュリティー機能動作中に「省エネセンサー」が人の気配を感知して警告動 
作したかどラかを履歴としてデジタル表示部に表示させます。 


デジタル表/吊部 


( D プチセキュリティー機能動作中に 1^—/^ のボタンを押ず。 

「ピー」音びして、3秒間デジタル表示部に r 警告動作履歴」を表示します。 




を k 









•ススのボタンを]回巧すと、一番新しい警告動作時刻を表示し、私後たスの 
ボタンを押すたびに順次古い警告動作時刻が表示されます。「警告動作履歴」は 
1日回まで記憶され、それ！;(降ちい「警告動作履歴」は順次削除されます。 

•現在時刻を設定していない場合は、デジタル表示部に r 警告動作回数」を表示し 
ます。「警告動作回数」は最大1日回まで表示します。 

•プチセキュリティー機能を解除すると履歴はすべて消えます。 

例 1) プチセキュ U ティー機能動作中な：ご S 、 

ご:,?ご、た3ごの3回警告動作した場を 
(現在時刻設定時） 


例 2) プチセキュ U ティー機能動作中ご.•ご5、 
，ごぶご、ご:ぶ;'の3回警告動作した場合 
(現在時刻未設定時） 

例 3) 警告動作しなかった場を 


作動時刻1 




作動時刻2 

な,?ご 


作動時刻3 


巧个 


5' (回） 


または ，ご,ご（回） 



省エネボタン 
省エネランプ 


(3) 「省エネボタン」を巧す。 _ 

「ピー」音がして、「省エネランプ」が消灯します。デジタル表示部のご。」の表示 
が r 現在時刻表示」あるいは「表示となり、プチセキユリティー機能が解除 
されます。 

参プチセキユ U ティー機能作動中 「fr or 」 が表示されている場 
合は、解除できません。「運転スイッチ」を押しをどしてからの2口 
「省エネボタン」を押して解除してください。 ■■ 

♦「省エネセンサー」検知範囲は、ち図のよラにな0ます。 

※検知範囲は季節や室温などの条件によって変動することがあり 
ます。また周囲温度と検知する対象との温度差が小さい場合、 

検知する対象がほとんど動かない場合には、検知範囲内であっ 
てを検知しないことがあります。 

※人体!;(外の熱源を検出する場含 
ル動物、温•冷風の気流の変化、白熱灯などに感知することが 
おります。 

※携帯電話により、誤検知することがあります。 



※イラストは 「LC-SL36 日 
LC-SL43BJ です。 







畳安全装置 


•安全装置が作動するのは何らかの異常があるとさですから、下記の処置をして 
を正常にな5ないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を巧して「切」にしてから再び押し直し 
て「入」にずることをいいます。 

•すべての処置は必ずストーブを消火し、ス I ''■ーブの温度が充分下がってからお 
こなって < ださい。 


r 

ま全装置名 

はたらを 

姐 置 

巧悪自動 
消义装置 

•運転中にストーブび地震(震度約己政上)や強い振動、 
衝撃を受けたとき、义災などの危険を防ぐために自 
動的に運鼠を停止します。 

•地靈によって作動した場含は、周囲 
の可燃物、ストーブの損傷、油漏れ 
など異常びないことを確認した後、 
再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバーナ 
-(燃焼部）への空気の巧給び不足したとを不完全 
燃焼によるを険を防止するをのであり、自動的に燃 
焼を停止します。 

•不完全燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとを、不完 
全燃焼による危除を防止するために、作動したこと 
を通知して、自動的に燃焼を停止します。 
(HH H !けら W 3 を表示） 

•作動した場合は本体が充分に;ちえて 
か 5 電源プラグを抜さ、燃焼空気取 
入口（給気フィルター）の掃除をし、 
部屋の換気をした後、電源プラグを 
差し直して再点火してください。 
(販売店にご相談ください） 

(「团点検•手入れ」の 


燃烧を気取人□(給気フィルタ-)の細 

参照） 



♦再点义防止機能 

不完全燃焼通知機能び連続して作動したとさ、不売 
全燃焼による危険を防止するため、自動的に燃焼を 
停止します 。 （WW を表示します。）再点乂防止 
機能び作動すると、む後の点火操作びでさなくなり 
ます。 

•作動した場合は販売店にご相談くだ 
さい。 


この装闇は、 
をのであり、 
を補給して< 

あくまでを不完を燃焼による危険を防止ずるための 
使用中は必ず 1 時間に！〜 2 回換気して、新鮮なを気 
だ巧い。 


点乂巧を 
装 置 

♦点火ヒーターの赤熱不足や、バーナー サー S スタ 
の不良による点火不良。 

♦点火ヒーター、蜜磁ポンプ、ブ□アモーターなど 
の故障により点火しないとをに、運転を停止しま 
す。 

♦点义ヒーターの故障び原因で運鼠を 
停止したとさはバーナー底に打油び 
たま 0 ます。 

完全に乾燥させてか 5、 ご使用くだ 
ごし、。 

(販売店にご相談 < ださい） 

停電を全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電源び切 
れたとさは、自動的に運転を停止します。再び通電 
されても運転しません。 

♦タイマー運転中に停電びあった場合、タイマー運転 
は解除されます。 

♦再点火操作をしまず。 

•現在時刻の設定とタイマー運転の設 
定をやり直します。 

(r 囲使用前の準備」の 

1 現を時刻の設おのしかたし 
「固使いかた」の 

1 タイマー運起のしかた 1 参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停止させ 
るを全装置です。 

♦岳点火操作をしまず。 

過熱防止 
装 置 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼や温風空気 
取入□のほこりつまりなどの原因でストーブび異常 
過熱したとさ、火がなどの危睽を防ぐために燃焼を 
停止しまず。 

♦温風空気取入口のほこりを取り除い 
てから、再点火操作をします。 

(「因点検•手入れ」の 


温風空気取入□の掃除 1 藝照） 1 

消し忘れ 
消乂装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点乂してか 
ら約 3 時間、燃焼び継続すると自動的に運転を停止 
します。 

•消火する前に「時間延長ボタン」を 
巧す。 

•消火した場合は、再点火操作をします。 

気密袖タンクの 
給油時消火装置 

♦運乾中に油タンクを取り出したとき、自動的に運転 
を停止します。 

♦油タンクに給油して、本体に右どし 
てから再点火操作をします。 





ス点検-手入れ 


点検 • 手入れのしかた 


点、検-手入れをおこなラときは 


♦点検•手入れをずるときは、必ずス I ブを消乂し、電源プラグをコンセントか5巧 
いて、ストープの温度が巧分下がってか5おこなってください。やけどや感電をする 
おそれがあ0ます。 _ ^ _ 

•部品に触るときや、內部を掃除ずるときは、手をけげしないよつに、手袋をはめてお 
こなって < ださい。 

•ス I '''ーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品やバーナ ー（ 燃焼部）の取0はずし、分解はおこなねないでください。 


使うたびに 


周囲の可燃物の点検 


ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないよラ 
にして < ださい。 



_ 油漏れ、油のをまり、ミ卓のにじみの点検 

参万一油漏れによって、油のたまり、油にじみが 
生じているとさは、消火操作をし、原因を確か 
め防漏処置をし、油漏れがな<なったことを確 
認した後、漏れた灯油を取り除いてから点火操 
作をしてください。 撤由ロロを 

♦油タンクの給油ロロ金の弁部などに、ごみげはさまっている場合が 
ありますので取り除いてください。 



芭台に 
油にじみは 
あ0ませんか。 



ほこりの掃除 


•ストーブに付いたほこりやちれは、掃除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ雑巾など 
でみき取ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、ストーブの傷みを早めます。 



温風空気取入□の掃除 


ストーブ背面にある温風空気取入口にごみやほこ 
りが目づまりしますと、温風用の空気量が減って 
過熱防止装置がはたらいて消火します。 

对流用ファンが停止していることを摧認してから 
温風空気取入口に付いているほこりを、掃除機な 
どで吸い取ってください。 



LC - SL 36 B - LC - SL 43 B 


'''iiiiMTnTiirMTTfj 

し C - Sl _ 己 3 B 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除 


ストープ（背面または側面）にある燃焼空気取入 
口（給気フィルター）にごみやほこりが目づまり 
しますと、燃焼用の空気量が減って不完全燃焼の 
原因になります。 

燃焼空気取入口（給気フィルター）に付いている 
ほこりを、掃除機などで吸い取つてください。 




燃焼空気取入口 
[v (給気フイルター)/ 


LC - SL 36 B • LC - SL 43 B 



r 

r 


ぶ 

























图点検-手入れ 



ときどを、燃焼空気取入□(給気フィルター）をはずして掃除をしてください。 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の中がつま 
っている場をびありますので、やわらかいブラシ 
などで、燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の 
つまりを掃除して < ださい。 

(光にかざして目づまりがきれいになったか確認し 
て < ださい。） 


LC-SL36B - LC-SL43 巨 LC-SL53B 


-し C - SL 3 白 B • LC - SL 43 B 

燃焼空気取入口（給気フ 
ィルター）の脱着は、つ 
まみを持ち上げながら矢胃胃 
印のち向に引っ張って取 
りはずしまず。また、取り m り I in 
り付けは燃焼空気取入口 ■''みこ1 
(給気フィルター）上部 
を相手側部品に引っかけ 一 、 

た後、つまみ部を押し込 
みます。 


- LC - SL 已 3 B 

燃焼空気取入口（給気 
フィルター）の脱着は、 
矢印のち向に引っ張っ 
て取りはずします。ま- 
た、取り付けは燃焼空 C 
気取入口（給気フィル 
ター）を相手側部品に 
押し込みます。 


---お願い- 

►巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 

>取りはずしたときは必ず元通りに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 


温風吹出□(ルーバー）の掃除 


温風吹出口（ルーバ ー） がミちれたり、ほこりが付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
ミ需れ雑巾などで成を取ってください。 


-お願い- 

このとを必ずス i '■'ーブを消乂し、電 
源プラグをコンセントから抜いて、 
温風吹出口（ルーバー）の温度が充分 
下がってからおこなってください。 
やけどをするおそれびあ0ます。 




※イラストは 「LC-SL3 日 B • SL43 目」です。 


油受けの掃除 


•油受けは、な油は通しますが水は通しにくいフィルターででき 
ています。油受けに水やごみがたまると、油タンクにな油があ 
るのに、「0」表示が点好することがありまず。 

•油タンクを取0出してか5、油受けを傾けないように取り出 
し、たまった水やごみを取り除いてください。 


※イラストは 「LC-SL36B 
SL43B」 です。ノ / 



お願い 


油受けは、水で洗わないでください。 
必ずをれいな灯油で洗って<ださい。 


ゴム手袋 


されいな灯;’由 







•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するかを点検してください。 
•自動的に消火しますと、デジタル表示部に「卜5」を表示します。 



•燃焼中に油タンクを抜いて、自動的に消火するかを点検してください。 

•約已砂後に自動的に消火しますと、デジタル表示部に「-」•「0」を表示します。 


1シーズンに1〜2回攻上 


油タンク、油受けざらの掃 除 

ス I -ーブか5油タンクと油受けを取り出し、市販の給 / 

油ポンプ（手動式）などで油タンク内や油受けざ5内の 
水やごみを取り除いてください。 ^ 

油タンク内のわずかに残った灯油は、油タンクに給油靈 I 
ロロ金を取り付け、油受けを給油ロロ金に押し当て、胃 
油タンクを上下左ちにゆすって抜いてください。 〜 

電源プラグ、コンセントの点検 


愛 


み受け 


拾油ポンプ 
{ななめに入れる） 



/お巧□口を 


り III " りり I;111111 TiT 


電源プラグ、コンセントにほこりやミちれがたまると火災の原因になる/ 
ことがあります。 

電源プラグをコンセントか5抜いて、付着したほこりやちれを取り除 
いてくたさい。 た V セント 

r 対流用ファンの掃除 （ LC - S し 53 B のみ） 

I ... ■ — ■ I . 、 -- - -- —- —— • - - • • ——— - 1 •- ... 

(1) 温風空気取入□(ファンフィルター)の止めねじに本）をはずし、温風空気取®品品品祈与 
^入口（ファンフィルター）をはずします。 識 ^ H ^ 

® 対流用ファンに付着したごみやほこりを、掃除機で吸い取ってください。また、 . 
^見える箇所だけでよろしいでずから、本体内部のほこりを取り除いてください。1 ； ^pj 1 

CJ ) 温風空気取入口（ファンフィルター)下側の突起をストーブ背面の角巧に入れ、、_ _ 

対流巧ファンのコードを漏風竿気取入 □ (ファンフィルター)の凹部を通してか (D り 1111111111111 ii ’ ii 与 

らふたをし、元通り組み立てて<ださい。 ^ 

•電源プラグをコンセントから抜いて、ストーブの温度が充分に I ,,,,,。 

下がってからおこなって < ださい。 A "11111" ' 111111111111 

•巧流用ファンにゴミやほこりが多量に付着しますと、温風用の空 ( 3 ) 

気量が減って過熱防止装置がはたらいて消火しまず。温風空気取 ち巧 V 巧- 

入口（ファンフィルター）の掃除をしてを燃焼が停止するよラで 
あれば、衣 f 流用ファンが停止していることを確認してから对流用 
ファンのごみやほこりを掃除機で吸い取って取り除いてく Jt ' さい。 

♦はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元通りに 
組み付けてください。けびをしまず。 


111111111 MIIIIIIKIII 


ち巧 


凹な 


園定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長<、 
より良い燃焼で快適に安全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン 
終了後などに、お質いホめ店、または修理資格者[(財）曰本石油燃焼機器保守協 
会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了ち（石油機器巧術管理 
±)など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおすずめしまず。（有料） 








g 故障 • 異常の見分けかたと処置麻-修 I を臟される師 n - 

異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 

. .■ . 1 . — . .. —- -— — 

安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障■異常の原因が 
表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買い巧め 
の販売店へご連絡ください。 



广广 

C -〇 


換気 

誦 

mic 

hjmi 

がが- 




参消火をすぐに再点火} if 乍しました。 

参点义巧全装国が作動しました。 

(» 燃焼部にシリコーン駿 化物 が付着しました。） 

♦本化を傾けたり、強い振動、衝擊を受けた 
ため自動のに消乂しました。 

♦地霖（巧度約已 iU 上）により消义しました。 


I 換気不良•手入れ不良、その他の異常によ 
りバーナ（燃焼部）への空気の供給び不足 
したので不完全撼焼によるを険を防止ずる 
ため、自動消乂しました。 

(不完を燃焼防止装置び作動） 



cror 


□織由 


♦すち全燃娩防止装置が連続して作動ずる 
と、不完全燃焼通知機能びはた6さお知5 
せしまず。 いかが！から!-!城が表示) 


♦換気しないでそのままさ6に不究を燃焼防 
止装置（不完全燃焼通知機能）が作動する 
と、再点义防止機能びはた6を、消义して 
点火 でをなくなりまず。 い! m 表示) 

参室温び33で切上になりました。 


ブロア モーターび 停止しました。 


参チャイルドロック中-プチセキュリティー 
機能作動中に「運輯スイッチ」を押して 
r 入 J にしました。 


• タイマー運転時刻び設定されていません。 

参巧油びなくなり消义しました。 

参油タンクを取出したため、気密油タンクの 
給油時消火装置げ作動しました。 

UJ - 1タイマーランプ 
_ りけ __ ♦タイマー運転び終了しました。 

二が广 •消し忘れミ肖乂装置にて消火しました。 

广> ■ nr ♦ク U — ニング燃焼中。 

LL •UJ (約已分間カウントダウンしまず。） 

全消灯 r • 省電力機能が作動しました。 







上記 L ソがの 
エラー表示 


♦修理び必票な故障でず。 



_ 処置方 法 

参温風空気取入口、温風吹出口（ルーパー)、対流 
用ファン（し C - SL 53 巳のみ）の掃除をしてか5 
再点火してください。 （ r 图点検-手入れ J 参具島） 

•ストーブの周囲の障 害物を取り除いてください。 

• 再点义操作をして < ださい。 

参蛮源ブラグなど電源をご確認ください。 

参里気を阮の故障でず。お質いボめの版売店まで「デ 

_ジタ(エラー表示)などをご連 席くださし、。 

♦ しば5く待ってか6再点义操作をしてください。 

♦修理が必要です。お買いずめの販売店まで、「デジ 
タル表示」（エラー表示）などをご連 度< ださい。 

•ストーブび傾いていないか確認してか5、再 
点义操作してください。 

•地巧によって作動した場合は、周囲の可燃物、 
ストープの損傷、油漏れなど異常びないこと 

_を確認したを、再点义して<ださい。_ 

♦ 燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除をし、 
おやドアを開けて巧分に部屋の換気をしてか5、 
巧点义してください。 （ r 团点検•手入れ」の 
I 1 M 空 気巧天口 T 黯 気フィルタ三)堀臓参照） 
ご使用中は必ず1時間に1〜2回換気してくださ 
し、。 _ 

♦不完全燃概献日機能がはた5し化ときは、±1规 i 
置をおこなった後、空源プラグを差し直してか5、 
再点火してください。処置をしても繰り返し作動 
ずるときは、お買い巧めの!^まで「デジタル 
表示](エラー表巧)などをご連絡ください。 

IF 再点央お正 ii 尿はたらいたときは、お客様では 
処置でをません。運乾スイッチを r 切」にしてお 
買い巧めの販売店まで「デジタル表示」（エラー 
表示)などをご連箱 < ださい。 _ 

参ストーブの周囲の障害物を取り除いてくださ 
い。 

•匪源プラグを入れ直してください。 

参電気系統の故障です。お買い求めの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）な どをご運播< ださ い。 

参 r 運乾スイッチ」を押して r 切 J にし、チャイルド □ 
ック • プチセキュリティー機能を展除してください。 
(「同使いかた」の I チャイルド□ックのしか が • 

|プチセキュリティー磯能 I 参目貝） 

• r 運転スイッチ J を押して「切」にし、タイマ 
-運お時刻を設定してください。（「固使いか 
た J の I タイ号三 蓮 鼠を U 面周 参照） 

♦巧油を給油してか5、再点义操作をしてください。 

参油タンクを戻してから再点义操作をしてくだ 
さし、。 _ 

♦再点乂操作をしてください。 

♦再点义操作をして < ださい。 


♦約5分後に自動的に逼常運転にもどりまず。 

•操作部のいずれかのポタンを押してください。 

•お買い巧めの販売店まで「デジタル表示 J (エ 
ラー表示）などをご連搞ください。 







処置方法 


電源プラグをコンセ 
ントに差を^ 
停電復帰後、再点火 
操作をずる 

再点火操作をずる 

油タンクと油受けの 
の水を取り除く 

市販の給油ポンプで水混 
入の灯油 をすっか り巧く 

燃焼空気取入□(給気フ 
ィルター)を掃除ずる 

灯油を入れる 一 

こぼれた阿油をされ 
いにふ去取る 




I 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込ん でいなし、 

停電した 

対震自動消乂装置び 
作動 ur こ 

油受けに水が入った 


油受けざ5にかび 
入 った _ 

賺空気取入□(給気フ 




部屋の巧分な}^をする 

k 質：0油や不純な油を良 
質なな油に入れかえる 
販完 店にご相談くだを い 

操作部のいずれかの 
ボタンを巧ず_ 

正しい給油□口金を 
取りがける 

ストーブ周囲の温度を確 
認する 

販売店にご相 談ください 

燃焼空気取入□(給気フ 
ィルター)を掃除する 
部屋の充分な^をする 
雷原プラグを差し直す 

販売店にご相談くだ 
さい 

油タンクを本体にをど 
して再点义操作をする 


玉い場をや、談当する現象 





♦表中の f 表おは、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 

•処置をおこなってわ改善されない場をや、原因が特定できス 
がない場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 


芭丄11愚脯〇続けずベてのランプび庭 p^il— 
突然ずベてのランプが消える 〇「〇 
燃焼音が大さい 
置台に油にじみがある 
使用中急に消える 00 
使用中室巧がにお5 
換気表示が点減ずる 
給油表示び点滅ずる 



















圆部品交換のしかた 

I 部品交換のときの注意 ~ 

f •部品交換や修理をお受けになる場合は、お買い求めの販売店か、（財）日本石油 
燃焼機器保守協尝でおこなラ技術管理講習舎修了者（石油機器技術管理±)など 
のいる販売店で修理されることをおすすめします。 

•不完全な修理は危険です。 

_ •故障したものは使わないでください。___ 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買し、 

ホめにな った販売 店にご相談<ださい。(「圆アフターサービス」の 輔修用性 

能部品について 1 参照） 

♦インターネットでの部品購入は、 http :// toyotomi . shop 1 4. makeshop . jp /^ 
ご覧ください。 

•部品は必ずトヨトミ純正部品（指定された部品）をご使用ください。 

•部品を交換するとさは、ストーブを消乂し、ス I -ーブの温度が充分に下がって 
__ から、電源プラグをコンセントか5抜いておこなってください。 J 

四保管 (長期間使用しない場合） 

r •ス I ブを保管する場合は、「图点検-手入れ」の項を参照して、ス I -ーブの手 
入れをしてから保管してください。また、破損している箇所は修理をしてから 
保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のラけにくい所であって、 
しかもス I -ーブの上には重量物をのせたり、人がのったりしないよう配慮して 
_ <ださい。 _ _ _, 

1ストーブを消乂し、ストーブの温度が充分下がってか5、電源プラグをコン 
セントか5抜く。 

2 燃焼空気取入□(給気フィルタ—)、溫風空気取入□、温風吹出口（ルーバー)、 
電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

参燃焼空気取入 □ (給気フィルター）は巧などで成<のはおやめ<ださい。 

かえって目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ!5内の巧油、ごみ、水気を取り出ず 。 （r 团 点検•手入 
れ」の I 油タンク、油受けざ5の掃除] 参照） 

♦油タンク、油受けざ5に水やごみが残ったまま保管すると、鐘や巧あさの原因にな 
0ます。 

4 ストーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液でミちれを取0、乾いた巧で水気を成さ 
取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管する。 

•湿気のかない所に保管して<ださい。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けされなかった灯油げ漏れることが 
あ0ます。 

•取扱説明書-保証書ち必ず保管して<ださい。 

121廃棄するとき _ 

f 「固点検-手入れ」の 駐 タンク、油受けざ日の掃願 を参照して、油タンク、油受 
^ けざら内の灯油を抜き取ってから、各自治体の指導に従って廃棄してください。 




フレーム□シト A 
(不巧をが巧巧と g 置) 


フレーム□ッド B 


- ス 


トランス 


※騒音値の数値は JIS 測定方法 （JISS 303 1) に基づく正面値です。 

■配線図 - 


( LC - SL 53 B のみ) [1 引ポンフ 

巧 巧 nr 

I な乂 ヒーター 
I ファンモ-夕 --tf f 
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フ□アモ_夕— 


巧磁ボンブ 


巧 U 旧が防止强 目 ot ) 
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照]ルームサ ー5 スブ I 


バーアーヴ ー£ スタ 


坏巧き度躺止細 


( LC - SL 53 目は担) 


ホー ル 


141アフターサービス 


保飄について 


•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記 
載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買い求めの曰より3年間です。 

liii を 依頼ずるとさ 

♦「图故障.異常の見分けかたと処置ち法」に従って、処置をおこなって < ださい。 
直らないときは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お 
買い求めの販売店に修理を依頼して<ださい。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター（強制通気形開放式石油ストーブ） 

©型式の呼び…（例） LC - SL 36 B @お買い求め年月日 

® 故障の状況（できるだけ具体的に）©おなまえ-おところ-電話番号 
参修理に際しましては保証書をご提ください。保証書の規定に従って、販売店 
が修理させていたださます。 

•保証期間が過ぎていても、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料 
で修理させていたださまず。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書とストープに表おされている禁止事項-ま意事項 S び通常使用に 
反して使用された場含の故障、事故は保証いたしません。 


巧巧里巧 


ag エ ネセンヴ ー I 
治ミ由時ミ肖乂居画1 



固仕様 



式 の 

巧 

び 

LC - SL 36 B 

LC - SL 43 B 

LC-SL 己 3 B 、 

種 



類 

ポット式-強制通気形-強制巧流お 

点 

乂 方 

式 

電気点火 

巧 

用 ） 

然料 

巧ミ由 （ JIS 1 号） 



最 

大 

3.60 kW (0.350 L / h ) 

4.2 己 kW (0.41 3 L / h ) 

已 .2 已 kW (0 .己 lOL / h ) 

燃巧ぉ畏里 

最 

ル 

1 .02 k \ A / (0.099 L / h ) 

1.02 kW (0.099 L / h ) 

],41 kW (0.137 L / h ) 

暖 

房出力 

最 

大 

3.60 kW 

4.2 己 kW 

5.25 kW 

最 

ル 


1.02 kW 

1.41 kW 

油 

タンク 

容 

量 

_7.0 L _1 

燃 

巧継続 

時 

間 

20.0時間（最大燃焼時） 

16.9 時間（最大燃焼時） 

13.7 時間（最大燃焼時） 

が 

形 寸 

法 

高さ 437 mm 幅43己 mm 

奥行3 15 mm (置台を含む） 

配44日鬧齡甜哪雕327,5隱齡を鈍） 

質 



置 

1 1,0 kg 

12,7 kg 

1電源電圧及び周波数 

1 OOV • 已0/60比 




格 

点火時 320/320 W 待機時日. 8/0.7 W 

定 

費 單 

最大9己 0/950 W (点火初期に短時間 

発生） 

消 

力 

燃焼時 21/20 W 

燃焼時 22/20 W 

燃焼時 25/23 W 

顆 

音植（正面 


最大燃焼時 37 dB 最小燃焼時 23 dB 

最大燃焼時 38 dB 最ル燃お時23日6 

最大燃焼時3日 dB 最ホ燃焼時 24 cl 目 

電 

流ヒユ 

— 

ズ 

4 A 

巧 

± 裝 

置 

巧霞自動消火装置、点义安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置 （90 で）、停醒安全装置、 

不完全燃焼防止装置（フレーム□ッドんバーナーヴー=スタち式)、消しちれ消火装置1気密油タンクの給油時消火装置 J 


巧巧巧 









间アフターサービス 


補修用性能部品について 

■ . - . - , , — .. - • • -- . — . . ' , 

•石油ファンヒーターの補修用性能部品!の保有期間は製造巧切り後日年でず。 
•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 


消耗. 劣化ずる部品 I 

•使用期間により、交換-メンテナンスび必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油口□金、油受け 

•変質な油、不純な油の使用で劣化しやすい部品…電磁ポンプ、ク□スマツト 


ま石居さたる場合 


•本機は電源周波数己0、目日 Hz とを同一仕様です。 . 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますが、高地への転居、 
高地か5の乾居は再調整が必要ですのでお近くの f お客様泡談窓口一覧 I (別紙参照）ま 
でご相談ください。 


A ま,骨 

故障-破損した5使用しないでください。不完全な修理 佩 
ゃ改造は、危険です。 織‘ 

A ま忌、 

一 

修理、引越しなどでストーブを運搬されるときは、必ず A ' 
油タンク、油受けざ6の'灯油を抜いてください。運搬の W 

途中に灼■油びこぼれ、周固をミちすおそれびありまず。 指巧， 


故障-修理の際の連絡を] 

アフターサービスについてごす明な点は、お買い求めの販売店、または、「お客穩ネ歐 
窓己^ (別紙参照）までお問い含わはください。 



►長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を 


>石油ファンヒーターの補修用性 
能部品の保有期間は、製造打切 
りを6年です。 


ご使用の際 
にのよラなことは 
ありませんか 


參油漏れする。 

参燃焼中強いにおいびずる。 
•炎が異常に飽し、。 

参予熱時間び異常に長い。 
垂運拓中異常な音びずる。 
♦その他の異常-故障びある C 



故障や事故防止のた 
め、コンセントか6電 
源プラグを抜いて、必 
ず販売店に点巧•修理 
をご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


f 

型 式 


お買い求め年月田 

年月日 

お買いホめ店名 

(電話番号） C ) 一 

J 


株式会社 

ホー ムページ http :// www . toyotomi.jp 

本社 干4巨7-曰8己已 

名ち屋市瑞穂区桃園町已番17号 
フ U —コール 012 日- 104-154 
TEL <052)822-1 144 
FAX く〇已2〉822-2742 










